
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全４回のワークショップで、公園の基本構想を作ります。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広川町公園づくり 
ワークショップニュース 

10月 13日（木）、広川町中央公民館に２３名の委員が集まり、第１回広川町公園づくりワークショッ

プを開催しました。副町長のあいさつに続き、委嘱状が交付されました。今回のワークショップの目的は

かねて下広校区住民から出されていた要望に応えて、町民参加によって古墳公園及び天津池周辺を校区の

核となる運動公園、広く町民に利用される特徴ある公園にするための基本構想づくりをすることです。参

加者は区長、分館長、PTA、子ども・子育て会議などのほか、各種ボランティアのみなさんです。 

第１回ワークショップは、公園の対象となる区域の現状を確認し、公園化にむけての要望・提案・課題

などを自由に話し合ってもらい今後の構想作りに反映していこうというものです。 

第１回ワークショップ 現状を知り、魅力と問題点を洗い出します！ 

 

●当日のプログラム         ●全体プログラム 

 

第１回 2016 年 10 月 13日（木）  テーマ ： 現状を知ろう！ 

 

１ 

第１回 現状を知る 

・条件設定、現状評価 

 
第２回 アイデアを出そう 

・基本レイアウト 

第３回 プランを作ろう 

・全体配置図・管理区分 

 

済み １開会 

２基本構想について 

３グループ分け 

４情報提供 

５運動公園構想について 

６閉会 第４回 プランを確かめる 

・素案・管理体制 

 

基本構想とは本格的な基本計画の前に公園の性格・役割、主要施設の内容、完成時期、事業費の目安を策定す

るものです。基本構想完成後、実現化へ向けて様々な調整を行い、計画、設計、整備（工事）を行います。 



 

 

公園計画の対象地は天津池周辺と石人山・弘化谷古墳公園が予定されていますが、構想作りにおいて区域

の設定をしていきます。ただし、史跡地は文化財保護法により現状維持が定められているため、運動公園は

天津池周辺で計画していくことになります。 

 

   

               

         

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１・３・４班 

●公園予定地の現状を確認しました。 

●運動公園の規模と機能を考えました 
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運動公園には、様々な規模や機能があります。 

 

タイプ①：少年野球やサッカーが可能なグランド 

タイプ②：一般試合が可能なタイプ 

タイプ③：公式試合が可能なタイプ 

  

そこで参加者は４班に分かれて、それぞれグランド 

の大きさを想定して型紙を配置し、広川町に必要な

運動公園の規模と機能を話し合いました。その結

果、少年野球やサッカーが可能なグランドタイプ①

を選んだ班が１つ、一般試合が可能なタイプ②を選 

んだ班が３つありました。 

●運動公園整備に向けて、 

公園の要素を考えました！ 

 

２班 

１・３・４班 

みんなが、楽しく使

える運動公園にな

れば良いね 

想定した運動公園の基本構想を作るにあたり、対 

象地域に必要な広場スペース・施設などを話し合

い、全体の配置を検討しました。主な意見は、グラ

ンドの他に、お祭り広場、芝生広場、マラソンコー

ス、遊具、池の周りに遊歩道、展望台、花畑、産直

売り場、BBQ、駐車場などがあげられました。 

各班で共通に出された意見としては運動場、 

子どもの遊び場、周廻散策路、県道の整備 

です。 


